
令和６年度 第１回福知山市総合教育会議 
 
 
日 時 令和６年１１月１５日（金） 

                       午後２時～午後３時３０分 
場 所 市民交流プラザふくちやま 

３階会議室３－２，３－３ 

 

 

 

１ 開会 
開会あいさつ  福知山市長 大橋 一夫 

    
 
 

 
 
 
２ 協議事項 
  意見交換テーマ 

「中学校部活動の地域移行について」 
 

 

 

 

 

 

 

 

３ 閉会 
  閉会あいさつ  福知山市教育委員会教育長 廣田 康男 
 
 
 



日 時 令和６年１１月１５日（金）１４：００～

「中学校部活動の地域移行について」
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福知山市の部活動加入状況の推移

各年度5月末時点

桃

映

南

陵

成

和

六

人

部

川

口

日

新

三

和

夜

久

野

大

江

運動部 1,494 1,496 1,424 1,403 △91

陸上競技　男子 155 155 158 195 40 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

陸上競技　女子 109 121 108 127 18 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

野球 131 140 145 137 6 ● ● ● ● ● ● ●

サッカー 145 147 129 112 △33 ● ● ● ● ●

バスケットボール　男子 114 142 124 119 5 ● ● ● ● ● ●

バスケットボール　女子 135 125 96 99 △36 ● ● ● ● ● ● ●

バレーボール　男子 0 0 0 0 0

バレーボール　女子 101 93 91 91 △10 ● ● ● ● ● ●

ソフトテニス　男子 164 167 152 133 △31 ● ● ● ● ● ●

ソフトテニス　女子 136 143 164 148 12 ● ● ● ● ● ●

ソフトボール　女子 34 25 22 16 △18 ● ●

卓球　男子 111 98 94 84 △27 ● ● ● ● ● ●

卓球　女子 116 103 98 95 △21 ● ● ● ● ● ●

剣道 32 21 27 30 △2 ● ● ●

柔道　男子 8 14 15 16 8 ●

柔道　女子 3 2 1 1 △2 ●

文化部 419 449 496 506 87

吹奏楽 164 165 149 144 △20 ● ● ● ● ●

音楽 6 11 16 12 6 ●

美術 94 118 148 156 62 ● ● ● ●

理科 19 28 29 31 12 ●

家庭科 16 12 17 27 11 ●

生活科学 10 9 15 43 33 ● ●

科学技術 49 41 46 18 △31 ● ●

パソコン 20 30 31 20 0 ● ● ●

自主研究 25 24 26 34 9 ● ●

社会体育 16 11 19 21 5 ● ●

未加入 20 17 19 16 △4 ● ● ● ● ● ●

その他 14 △14

総計 1,947 1,962 1,939 1,925 △22

R6年度部活のある学校

種目

R

3

年

度

R

4

年

度

R

5

年

度

R

6

年

度

R3年度と

R6年度の

比較



学校別部員数（生徒数）の推移

５月末時点

R3 R6 R3 R6 R3 R6 R3 R6 R3 R6 R3 R6 R3 R6 R3 R6 R3 R6 R3 R6

運動部 164 181 411 384 180 164 133 104 49 44 402 381 42 31 34 34 79 80 1,494 1,403

陸上競技　男子 25 24 33 49 18 21 21 23 9 8 33 40 1 5 5 11 10 14 155 195

陸上競技　女子 13 14 19 35 17 13 8 5 14 8 29 39 3 5 0 5 6 3 109 127

野球 10 22 36 39 17 24 17 9 6 2 31 33 8 6 8 131 137

サッカー 16 14 42 23 31 16 16 15 35 44 5 145 112

バスケットボール　男子 13 14 35 43 18 8 9 13 24 29 15 12 114 119

バスケットボール　女子 11 11 31 23 16 9 15 10 11 13 21 27 11 14 6 5 135 99

バレーボール　男子

バレーボール　女子 9 14 21 21 18 10 12 13 31 19 10 14 101 91

ソフトテニス　男子 21 10 49 26 20 29 48 40 7 11 19 17 164 133

ソフトテニス　女子 13 26 41 47 18 15 49 42 7 10 8 8 136 148

ソフトボール　女子 18 8 16 8 34 16

剣道 10 18 2 22 10 32 30

柔道　女子 3 1 3 1

柔道　男子 8 16 8 16

卓球　男子 24 17 31 13 18 12 14 11 22 25 2 6 111 84

卓球　女子 9 15 34 22 7 15 12 8 41 25 13 10 116 95

文化部 50 41 109 149 42 46 75 77 132 173 4 4 6 12 1 4 419 506

音楽 6 12 6 12

家庭科 16 27 16 27

科学技術 13 18 36 49 18

吹奏楽 26 18 44 39 18 18 39 29 37 40 164 144

美術 38 61 14 18 15 22 27 55 94 156

生活科学 10 10 33 10 43

パソコン 19 16 1 4 20 20

自主研究 5 7 8 18 8 8 4 1 25 34

社会体育 16 18 3 16 21

理科 19 31 19 31

未加入・その他 3 2 11 8 10 4 3 4 1 1 2 1 34 16

未加入 3 2 11 8 4 3 1 1 2 1 20 16

その他 10 4 14

合計 214 222 523 535 233 218 218 181 49 44 538 557 50 36 40 47 82 85 1,947 1,925

三和 夜久野 大江 総計桃映 南陵 成和 六人部 川口 日新
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福知山市における地域移行計画

項目／年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度

個人競技
(ペア競技・団体戦

等を含む)

団体競技

文化部
その他

サッカー

総合型地域スポーツクラブ・民間スポーツ団体

スポーツ協会・文化協会

バスケ男子・女子

合唱

バレーボール男子

野球・バレーボール女子

卓球・陸上・ソフトテニス

その他
(ALL福知山及び
各協会及び連盟)

ソフトボール女子

実施団体（案）

休日移行を目指す

剣道
柔道

ニュースポーツ
マルチスポーツ
マルチカルチャー

吹奏楽その他文化部

委託先（案）

総合型地域スポーツクラブ・スポーツ協会
・文化協会
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福知山市の部活動地域移行の取組み

R5年度実証事業の実施

２種目（サッカー、ソフトボール女子）

〇サッカー部
南陵中、日新中は単独チーム
桃映中、六人部中、成和中＝部活動はある
川口中、三和中、夜久野中、大江中＝部活動はなし

南陵中、日新中を除いた中学校に募集⇒桃映中、六人部中、成和中から参加
・スクールバスを活用して、学校と会場を送迎
・指導者はサッカー部顧問による兼業兼職、外部指導者
・会場は各中学校や民間施設（S-LAB）
・運営（市教委及び各学校顧問）

〇ソフトボール女子
南陵中、日新中⇒合同部活動
その他中学校は部活動はなし

・指導者は南陵中・日新中のソフトボール部顧問
・遠方に試合に行く場合はスクールバスを活用
・会場は主に南陵中学校、日新中学校
・運営（市教委及び各学校顧問）
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福知山市の部活動地域移行の取組み

Ｒ６年度 ７種目
（サッカー、ソフトボール女子、剣道、バスケットボール男・女、バレーボール男子、合唱）

〇原則月２回実証事業で実施
〇スクールバスで学校と会場を送迎しない
〇運営の一部を各協会・連盟で実施
〇受益者負担なし
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R６年度実証事業の実施

指導者 会場 運営 対象 その他

剣道部 剣道連盟選定 武道館、地域
体育館、南陵
中学校

・市教委
・連盟

市立中学校
1・2年生対象

南陵中、日新中
のみ部活動有り

バスケット
ボール男女

バスケットボール
協会選定

６１０ベース
川口中学校

・市教委
・協会

男女とも三和中、
大江中は部なし
成和中は男子な
し

バレーボー
ル男子

バレーボール協会
選定

桃映中学校 ・市教委
・協会

市内中学校に部
活動存在しない

合唱 合唱連盟選定 公共施設等 ・市教委
・連盟

市内中学校に部
活動存在しない
＊現在募集中



部活動改革検討会議

◎持続可能な仕組みづくり

検討委員

〇学識経験者（大学教授）
〇中学校校長会
〇中学校教頭会
〇スポーツ協会
〇文化協会
〇運動部顧問
〇文化部顧問
〇小学校ＰＴA
〇中学校ＰＴA
〇市教委

主な検討課題
について

検討内容

〇部活動地域移行基本計画策定
方針・めざすところ
①R９年度休日移行時の姿
②平日の地域移行
③財源確保（受益者負担等） etc

〇R６年度実証事業について
〇R７年度以降実証事業について
〇児童・生徒・保護者等への周知

国における「運動部活動の地域移行に関する検討会議(スポーツ庁)」及び「
文化部活動の地域移行に関する検討会議(文化庁)」の提言等を踏まえ、本市
の生徒にとって望ましい部活動の在り方や地域移行等について検討を図る。
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福知山市の部活動地域移行の今後の取組み

〇Ｒ７・８年度に、新たに７種目程度実証事業を追加する予定
（既存の部活動種目＋ニーズのある種目）

〇Ｒ６年度中に基本構想、Ｒ７年度に基本計画を策定予定。

R8年度までに既存部活動の全種目において実証を実施する予定

↓

R9年度以降に休日の部活動の地域移行を目指す
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部活動地域移行基本構想 （案）
１ 理念

「あらたにできる、いろいろできる、ながくできる」
～地域・学校・子どもたちが一つになる～

福知山市の部活動は、少子化による生徒数の減少により、学校によっては望む文化・スポーツができにくい現状があります。
そんな中で、部活動の地域移行により、子どもたちがやりたい部活動ができる環境をゼロから構築し、子どもたちが「あらた
に・いろいろ・ながく」な文化・スポーツ活動に触れる機会を地域とともに構築することを目指します。

２ 目指すもの
（１）生涯親しめる活動が「できる」
学校によってはこれまで部活動になかった種目から、生涯親しめるスポーツ・文化活動に出会えるようなきっかけを、子ども
たちに提供することを目指します。

（２）新しい活動が「できる」
既存の部活動になかった、ニーズのある様々な種目に挑戦できる環境を整備します。

（３）将来にわたって継続して「できる」
将来にわたって子どもたちが活動できる場を維持できるよう、財政面においても持続可能な活動体制を構築します。

（４）いろいろなかたちで「できる」
子どもたちが興味を持った活動に気軽に触れることができるよう、個人が活動内容を選択し、複数の活動に参加することも容
認されるような、多様な形態で活動できるような環境を整備します。

（５）みんなと「できる」
従来の「学校ごと」というくくりを超え、市内中の中学生（将来的には小学生も含め）が、交流することができる場の構築を
目指します。
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地域移行で実現する子どもたちの姿

①学校により部活動の種目が限られている。
（特に小規模校では集団種目は困難）

①通学している学校に関係なく、やりたい種目を
選ぶことができる。

②既存の部活動には、自分のやりたい種目がない。 ②今まで既存の部活動にはなかった種目にも
挑戦できる。

③部活動や地域クラブに希望の種目があっても
競技性が高く、初心者や種目を楽しむことを
目的として子どもは入り にくい。

③自分の目的にあった活動を選べる。

④兼部するなどの両立が困難。 ④平日と休日で違う種目に挑戦することができる。

〇（持続可能な）生涯をとおして、中学生時期の文化・スポーツの新たな枠組みを新設する。

13



福知山市の部活動地域移行の今後の取組み

〇Ｒ７年度より、業務運営委託を予定。

福
知
山
市

業務委託

文化協会・スポーツ協会等

各種目の協会・連盟

教育機関（公立大学等）

（
運
営
主
体
）

委
託
事
業
者

指導者の紹介等の協力

市
立
中
学
校

実証事業
へ参加

◎部活動地域移行実証事業の運営

・登録、指導者の管理・連絡
・会場確保
・指導者の派遣
・関係団体等との連携
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〇福知山公立大学等との連携を検討。

（具体例）
情報学部とのプログラミング等

学校との連携
調理、服飾、デジタルアート等



部活動地域移行が果たす役割
①子どもたちの多様なニーズに応えられる環境が整えられることで、子どもたち
だけでなく、地域が活性化する。

②地域が一体となり、誰もがより身近に文化・スポーツ活動に触れ、親しむこと
でさらなる振興につながる。

福知山市教育大綱 ２０２２
（令和４）年度～２０２６（令和８）年度

まちづくり構想 福知山
２０２２（令和４）年度～２０２６（令和８）年度

部活動地域移行
【福知山モデル】

国ガイドライン 令和４年１２月
「学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関

する総合的なガイドライン」を策定

京都府ガイドライン 令和６年３月
「京都府学校部活動及び地域クラブ活動推進指針」を

策定

〇福知山市立中学校に係る部活動の方針
〇福知山市スポーツ推進計画
〇福知山市文化基本方針 15

アクティブに人生を歩
める生きがいづくり

その人なりの生きがいを持
ち、健やかで活動的なまち



自己紹介
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片野 翔大 / Shota Katano / 37歳

・一般社団法人福知山ユナイテッド 代表理事

・シナジーマーケティング株式会社
→Jリーグ・Bリーグのマーケティング基盤構築などスポーツ事業立ち上げに従事

・スポーツナビ株式会社
→「スポーツナビアプリ」等のメディア事業をはじめ、新規事業に従事

・株式会社ヤクルト球団（東京ヤクルトスワローズ）
→ファンマーケティング全般の事業に従事

■キャリ
ア

・Fan Circle株式会社
→共同経営者として立ち上げ、Jリーグクラブのマーケ事業支援に従事

・京都府福知山市 部活動地域移行総括コーディネーター

・プラスクラス・スポーツ・インキュベーション株式会社
「ブカツプラス」事業 執行役員

・静岡県掛川市 部活動地域移行アドバイザー



スポーツ庁における方向性

3年間の実証期間後、次の3年を「改革実行期間」とし、
“地域展開”というキーワードをもとに土日は完全移行を目指す



事例：静岡県掛川市

令和8年度夏に平日も含めた完全移行を決定。
受益者負担を前提に、運営事務局も外部にて運営予定。



事例：北海道安平町

令和7年度末に平日も含めた完全移行を決定。
町長直下のプロジェクトに入り、総合型地域スポーツクラブが運営を実施予定



事例：兵庫県播磨町

総合型地域スポーツクラブへ事務局を含めた運営を委託
多種多様な選択肢を提供し、町全体のスポーツ環境の見直しへ



京都府での実証地は全国的にも少ない
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全９校の内、「11名」揃う
学校は2校となった

事例：地域クラブが生んだ新たな可能性

この夏の大会を経て、11名揃うサッカー部はわずか２校へ。
7校を対象とした「京都府初」の地域クラブの受け皿を作り試合出場機会を確保
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地域展開から始まる「スポーツとまちづくり」の観点

教育と生涯スポーツが融合することで、多様な選択肢の提供が可能となり、
子どもたちファーストなまちづくりの推進に繋げることができる

地域展開における
クラブ・場所の確保
（地域での活動場所の再定義）

スポーツ推進計画との
親和性

（総合型地域スポーツクラブの再定義）

新施設や指定管理施設
における役割の再定義
（稼働率や運営目的の再定義）


